
令和 5年度第 1回猪名川町手話施策推進会議  

 

日時 令和 5年 5月 30日（火）午後 2時 00分～午後 3時 30分  

場所 猪名川町役場第 2庁舎 2階委員会室 

●出席状況 

梶山委員 今泉委員 嘉田委員 有本委員 乾委員 山本委員 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 

委員 6名出席 

事務局： 2名  

傍聴者： 2名 

要約筆記 4名 

手話通訳 2名 

 

1. 開会 

 

2.あいさつ 

 （今泉委員長） 

 はじめまして、よろしくお願いします。 

 この会議は言語にかかることを推進していく場になりますので、遠慮なく協議し

ていただきますようお願いします。 

 

 （以下事務局にて説明） 

 

3.協議事項 

 令和５年度実施予定事業について 

 資料に沿って説明 

 

（質疑応答） 

 

【手話啓発リーフレット等の配付について】 

（今泉委員長） 

・手話啓発リーフレットについて、コミュニケーションという言葉が小学生は難し

いのではないか。括弧や補足で日本語をつけてはどうかと思います。 

（梶山副委員長） 

・日本語訳では情報伝達、意思疎通、交流となるため、日本語訳も難しいと思いま

す。この冊子は既に印刷済みのため、次年度以降で「コミュニケーション」の表

現を分かりやすくするよう調整してはどうでしょうか。 

（事務局） 

・それでは、令和 5年度はこちらの冊子を使わせていただき、次年度以降に見直す



ということでよろしいでしょうか。 

（委員一同 異議なし） 

 

 

【行政窓口用コミュニケーションボード作成】 

（梶山副委員長） 

コミュニケーションボードは各窓口で、要件ごとに個別に作成するのですか。 

（事務局） 

窓口での最初のコミュニケーションで活用する予定で、その後は窓口に設置してあ

るホワイトボードでの筆談を想定しています。 

（山本委員） 

手帳を持っている方に事前に配布しておくという方法は可能ですか。小さなカード

みたいなものを事前に持っておいて、窓口で提示するというやり方もあると思いま

す。 

（事務局） 

配付方法やカードの案を事務局で検討し、後日の推進会議で協議させていただきま

す。 

（嘉田委員） 

ボードの設置は必要だと思うが、それがあることによって職員が手話がいらないも

のだと認識してしまう心配がある。以前テレビでボードがあることによって、顔で

はなくボードを見ながら応対をしているのを見たことがあり、やはり、応対は顔を

見ながら話しをしていきたい。 

（梶山副委員長） 

コミュニケーションボードは推進会議で内容を検討するよりも、多くの障がいのあ

る方が利用するものでもあるので、もっと大きな会議の場で内容を検討するべきだ

と思います。 

（事務局） 

町の自立支援協議会においても、内容を検討していきます。 

 

 

【手話国際デー9/23ブルーライト点灯について】 

（事務局） 

町の道の駅でいなぼうにブルーライトを点灯することを想定しています。また、手

話国際デーと書いたタスキをかけて、啓発を行う予定です。 

（嘉田） 

道の駅の夜は人がいるのですか。 

（事務局） 

夜間でも駐車場は空いています。休憩で立ち寄る方もいると考えています。 

（梶山副委員長） 

夜はブルーライト、昼はタスキで啓発することで効果はあるかと思います。 



（山本委員） 

いなぼうの石像は全部で３体あります。一緒につけたらどうでしょうか。 

（嘉田委員） 

より多くの方に見ていただくことになるので効果はあると思います。 

（事務局） 

ブルーライトの設置が困難な場所もあるため、その場合タスキだけの石像でもよい

でしょうか。 

（委員一同 異議なし） 

（今泉委員長） 

なにかイベントはできないでしょうか。 

（嘉田委員） 

ブルーライトとタスキで効果はあるものと思います。 

（事務局） 

その 1か月後に手話啓発イベントも予定しており、その周知も含めて実施できたら

よいと考えます。 

（嘉田委員） 

他にブルーライトを当てられるところはないでしょうか。大野山とかどうでしょ

う。 

（事務局） 

天文台がありますが、あれを照らすとなるとブルーライトが相当数必要になりま

す。また、近くに行けばいいですが、山のふもとからでは見えないと思います。 

（嘉田委員） 

分かりました。 

（事務局） 

それでは、手話国際デーについては、いなぼうの石像３体にタスキを設置し、道の

駅のいなぼうはブルーライトを点灯させる。併せて手話啓発イベントの周知も行え

るようにするということでよいでしょうか。 

（委員一同 異議なし） 

（梶山副委員長・嘉田委員） 

広報誌・ＨＰでも設置の周知をお願いしたい。 

（嘉田委員） 

当日にサークルの方など皆さんで写真を撮り、広報に載せるのもいいと思います。 

（事務局） 

それでは、ブルーライトの点灯時間なども調整し、次の推進会議でお示しします。 

 

 

【手話啓発イベントについて 10月 21日（土）】 

（事務局） 

前日準備できるよう 10/20から公民館の視聴覚ホールを予約しています。当日は 9

時～18時まで予約しています。映画の上映は決まっていて、内容はろうあ協会・手



話サークルマジックに一任することになっています。 

（梶山副委員長） 

ろうあ協会・手話サークルマジックで協議し、上映映画は「名もなく貧しく美し

く」で考えています。約２時間の映画で午前・午後の２回の上映で考えています。 

（嘉田委員） 

この映画もいいと思うが、全日本ろうあ連盟創立７０周年記念映画「咲む」の上映

もいいと思います。費用は１１万円必要ですが、町民全員が見ることができます。 

（事務局） 

予算が５万円なので、予算確保が困難です。 

（梶山副委員長） 

予算の増額を要望したことがありますが、無理だったので今回の映画になりまし

た。本当は午前に昭和初期のろう者の暮らしを見てもらって、午後から「咲む」を

見て、ろう者の時代による生活の違いを見てもらいたかった。 

（嘉田委員） 

町で５万円、社会福祉協議会で５万円出してもらえないですか。 

（乾委員） 

社会福祉協議会も予算が厳しいです。 

（嘉田委員） 

あと６万円集める方法はないでしょうか。 

（事務局） 

逆に１１万円を５万円に値下げはできないでしょうか。 

（嘉田委員） 

全国一律の値段なので、値下げは無理かと思います。 

（事務局） 

今年度の予算は確定しているので、今年度は「名もなく貧しく美しく」を上映させ

ていただき、次年度以降の予算で１１万円予算確保するよう努めます。「咲む」の上

映期限はありますか。 

（嘉田委員） 

2026年 3月まで貸出しています。人権課などから予算をもらうことはできないです

か。 

（事務局） 

各課の予算は用途を定めて財政査定を受け、町議会の承認を得て、予算措置されて

おり、突発的に支出できる予算はないと思います。 

（嘉田委員） 

計画立てて、予算要求すれば予算はつけてもらえるのですか。 

（事務局） 

町全体の歳入歳出状況を見ながら、必要に応じ財政部局等により査定が行われるの

で、要求すれば必ず予算が確保されるものではありません。 

（梶山副委員長） 

過去に５万円では誰も呼べないからと１０万円に増やしてほしいとお願いしたが、



無理でした。なかなか予算を増やすことは難しいと思っています。 

（事務局） 

今泉委員より午前・午後の２回の上映で考えているとのことですが、午前の部は 10

時開会の 12時に終了させ、午後は 13：30から 15：30までということでよいでしょ

うか。 

（今泉委員長） 

昔の映画なので見たことある人は少ないと思う。実話を元に作られていて、当時の

生活を知ることになります。２回の上映でお願いしたいです。 

（山本委員） 

１回あたりの上映の目標の人数はありますか。 

（事務局） 

昨年は５０人の参加があり、視聴覚室であれば入れると思います。 

（山本委員） 

昨年は人数制限をして５０人だったのですか。 

（事務局） 

昨年は人数制限をしていません。 

（梶山副委員長） 

当時の様子を懐かしむ人もいると思うし、高峰秀子、小林桂樹らの俳優も出てお

り、午前５０人、午後５０人は参加してもらいたい。 

（今泉委員長） 

当時は手話がなかったので、今は手話があってありがたいなと思わされる映画で

す。みんなにこの映画を見てもらいたいと思います。 

（事務局） 

午前の部は 10時から 12時 30分、午後は 13：30から 16：00までということでよい

でしょうか。 

（委員一同 異議なし） 

（事務局） 

それでは、当日までの細かい調整は、ろうあ協会や手話サークルマジックさんと行

います。 

（梶山副委員長） 

しゃべるとパネルに文字が出る製品があり、それは無料で来てもらえる。手話啓発

イベントに併せて、福祉機器の業者によるデモを行ってもいいのではないか。 

（有本委員） 

スマホでも文字変換できるアプリがあります。 

（乾委員） 

しゃべった言葉でパネルに表示される製品のデモを見たことがあります。精度も高

くよい製品だと思います。 

（山本委員） 

高額な製品は導入が難しいので、ネット回線さえあれば、導入できる製品もありま

す。今後福祉課へも提案していきます。 



（梶山副委員長） 

廊下で福祉機器の体験・紹介もできるようにするのはどうでしょうか。 

（事務局） 

行政が主催するイベントで営業につながる行為については、制限される可能性があ

るため、内部で確認します。 

イベント名は後日決めていただきますので、ご検討ください。 

 

 

4.その他 

（事務局） 

第２回目の開催について、手話国際デーよりも前の９月１５日（金）１４時から開

催させていただきますがよろしいでしょうか。 

（委員一同 異議なし） 

 

（山本委員） 

資料が多いときは事前に資料を送っていただけると助かります。 

（事務局） 

１週間程度前に送付できるようにします。 

 

 

5.閉会 

（梶山副委員長） 

みなさん、お疲れさまでした。いろんな意見の出る風通しのいい会議だと思います。

啓発イベントも成功させたいのでよろしくお願いします。 

イベント名も考えておいてください。ありがとうございました。 

 

 

以上 


